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   序

   　住居の形態・構造は，元来，それぞれの地域における

   政治・社会・文化的な文脈から形成された固有の伝統を

   保持しながら，自然や風土条件ともあいまって決定され

   てきた。ゆえに，世界の住居はきわめて多様であるとい

   える。しかし，過去1世紀にわたる都市化と人口増大に

   伴う近代化の中で，日本をはじめとする非西欧諸国にお

   いては主として西欧的な居住形態を規範として受容して

   きており，そのため居住形態に見られる地域的な差異が

   希薄になり，少なくとも多様性から均質性へと移行して

   きている。特に第三世界においてはいわゆる伝統的住居

   は前近代的なものとして排除される傾向がしばしば見受

   けられる。もちろん，一方で，逆にそういった意味での
   　　　   近代化を頑なに拒否しいまなお従来からの様式で建造さ

   れている住居も少なくはない。地域固有の伝統は継承さ

   れるのが望ましい。しかし，また西欧的な近代化という

   趨勢もあながち否定されるべきものでもない。住居の近

   代化と伝統に関する問題は解決が難しいのが常である。

   　このような状況にあって，日本を例にとってみれば，

   居住環境の再考が問われている現在，新たな可能性を模

   索するためには，日本の伝統的住居について再考するこ

   ともさることながら，一方で従来参照する機会が少なか

   った非西欧諸国，とりわけアジアや中南米諸国の伝統的

   住居と比較検討することも問題解決に向けてのひとつの

   手がかりを提示してくれる可能性があると考えられる。
   　　　　　　　　　　　　   　本研究では伝統と近代の葛藤という視点のもとに，歴

   史的背景の異なるメキシコおよびインドネシアにおける

   伝統的住居から近代的な都市住居に至るまでの住居形態

   および建物構造の特性を明らかにし，相互比較を行うと

   ともに，今後の住居の在り方を考究するうえでのひとつ

   の参考資料を提供したい。

   　対象国としてこれら2か国を選定したのは，本研究会

   の委員がこれまで建築・都市分野を通して人的なつなが

   りもあり，基礎的な情報が豊富であることによっている。

   また，本研究の特色として，建築構造学と計画学という

   異なる分野を専門とする委員の共同研究であり，それぞ

   れの観点から考察している点が挙げられる。なお，本年

   度の研究対象はメキシコの住居に限定し，インドネシア

   については次年度に調査し，報告する予定である。

   1．住居調査の概要

   1．1　調査対象住居

   　メキシコにおいては，インディオの伝統的な住居から

   いわゆるコロニアルスタイル，都市住居に至るまで様々

   な住居形式が混在している（写真1～3）。伝統的な住居と

   現代住居との対比を把握するという研究目的ではある

   が，主眼はあくまでも伝統的住居にある。また，国内の

   住居について網羅的に調査することはもとより困難なた

   め，対象を比較的空間構成の単純な居住に限定した。こ

   れは，シンプルな住居に空間構成の原理が明快に表され

   ると考えられるからである。ただし，研究の目的からし

   て，可能な限り広範にわたり，多くのヴァリエーション

   を収集することを心掛けた。調査住居の選定に際しては

   具体的に以下のような条件を設定した。

   　①地域の特性を表現していると判断される住居。特定

   　　地域において繰り返し出現するもの。すなわち，ヴ

   　　ァナキュラーでかつプロトタイプとなり得る住居。

   　②近代的な住居と判断されるものについてはスケール

   　　が比較的小さく，かつ，簡便な方法で造られている

   　　と推測される住居。したがって多くは平屋建である。

   ただし，実際はこれらの条件が必ずしも十分に満足され

   るとは限らなかった。メキシコの住居に関しては，特に

   伝統的住居に関する資料が乏しく文1), 2)，事前に予定し

   ていた調査地域はごく少数であった。それゆえ，あらか

   じめ大まかな調査ルートのみを定め，ひたすら現地を自

   動車で走り，風景を観察しながら，適当と判断される住

   居を探索するという方法を採用した。そのため，主に幹

   線沿いの集落が対象となり，見落とした住居も多かった

   ように思われる。また，選択した住居も調査が可能とは

   限らず，住人が不在であったり，特にインディオの住居は

   調査自体を拒否されることもしばしばあった。主な調査

   地域と主眼とした住居および観点は以下の通りである。

   　①メキシコシティ：都市周辺の中低所得者層の住居。

   　②太平洋岸地区：地震が比較的多い地域であるので

   　　耐震性と構法，平面計画との関連。

   　③中央高原：伝統的住居とコロニアルスタイル，現代

   　　住居との混成。

   　④南東部チャパス：インディオの伝統的住居。

   　⑤ユカタン半島：マヤ民族の伝統的住居。
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  図1．調査行程図

  1．2　調査期間・行程

  　調査期間は1992年2月から3月にかけての約1か月間と

  いう短い期間である。調査人員は前半が５人，後半が4人

  である。調査に要した行程は約6000km，調査地域は32か

  所である。住居の地域的な特性を的確に把握するために

  1か所で複数の住居を調べるように努め，調査した住居は

  総計57軒にのぽる。図1に行程と調査住居の位置を示す。

  1．3　調査内容・方法

  　現地調査の主な内容は，住居形態（平面・立面・断面

  の実測・スケッチ），構造，材料と構法である。また，適

  宜，写真・ビデオにより記録し，集落と周辺環境の対応

  関係の把握，生活状況の観察，ヒアリング等を行った。

  2．メキシコの住居の概要

  　メキシコの住居には幾つかのタイプがあるが，歴史的

  にみると特徴的な2つのブロトタイプが挙げられる。ひ

  とつはコロニアルスタイルとしてよく知られる形式であ

  る。これはスペインから導入された様式であるが，スペ

  インに征服される以前のものと大差はない文3)。コロニ

  アルズタイルの街の典型は教会を中心とした広場があ

  り，グリッド状の単純な街路で構成され，その街路に面

  して建物が並ぷというものである。（写真1），この住居には

  以下のような特徴がある。

  　・典型は連棟型のタウンハウス形式であり，住居は相

  　互に密接する、、

  　中庭（バティオ）を有し，各部屋はこれを中心として

  　配される。中庭の周囲には列柱を巡らすことが多い。

  　中庭は住居自体と塀とで完全に閉じられる。

  　街賂に対しては開口部の少ない壁面が面し，むしろ，

  　中庭に向かって開いている。街路側に窓がある場合

  　は，装飾的な鉄格子がはめられ，出入口は大きく，

  　重厚なドアを持つ。

  このようなコロニアルスタイルに対してインディオの

  住むpueblo（村）を構成する伝統的住居がある（写真2）。

  これは，散村という配置形態をとる。ほとんどの住居は

  1室形式で，室内には石を並ぺただけの簡素な炉があり，

  葦のマットを敷いて寝るという素朴な生活様式を営む。

  材料はヤシなどの草木が主体であり，木造の草葺，壁は

  草や細木を編み，これに泥を塗ることもある。また，乾

  燥地域ではアドベと呼ばれる日干しレンガの壁と瓦屋根

  で構成される。

  　コロニアルスタイルの街とインディオの散村という典

  型的な2つのタイプはそのままメキシコの風景を決定づ

  けている。というのは，白動車から観察された風景の印

  象は、コロニアルスタイルの密集した街が断続的に出現

  し，その間に散村が点在するという繰り返しであった。

  以下の考察は，これら2つのタイプのヴァリエーション

  を見いだすこと，あるいはさらに新たなタイプとその特

  性を明らかにすることでもある。

  写真1　コロニアルスタイルの街
  　　　　（Tututepec）

  写真2  インディオの伝統的集落
  （San　Juan　Chamula）

  写真3　都市周辺の住居
  　　　　（Febrero）
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3．住居の空間特性の把握

3．1　風景・住居の構成要素

　限られた時間内で数多くのタイプの住居を収集するよ

うに意図したため，1か所あたりの調査時間は数時間程

度ときわめて短い。そのため，特に住居内でどのような

日常生活が営まれているかという基本的な側面に関して
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は精確には把握し得ない。これについては，家具や什器

の配置から推測するにとどまる。観察可能なのはあくま

でも物象化されたもののみである。それゆえ，この調査

態度からして結果の分析方法にはおのずと限界がある。

実際，短時間の調査で私たちが注意を払って観察してき

たのは，住居を構成する「もの」の有り様とその組立て

である。つまり，住居の調査結果はもののレベルで論じ

るしか手立てがない注1）。したがって，記述の作業は，ま

ず居住空間を構成する基本要素を抽出し，それが有する

性質を明らかにし，要素間相互の関係性を論じるという

手続きをふむ。こういった記述方法には，分類・類型化
　　　　　　　といった作業が否応なしに要請される。

　類型化のためには，まず分類指標を抽出することが必

要である。いうまでもなく，この抽出の仕方によって分

類結果は大きく異なる。例えば，気候・宗教・言語など

も十分その指標となり得る。しかし，上述したように私

たちは住居を構成する要素－もののレベルのみで記述せ

ざるを得ない。そこで，まず，集落・街の風景を図2に

示すような「構成要素」に分解してみる。すなわち，街・

集落の風景は構成要素の集合として把握される。ここで

は，風景の基本的な構成要素を住居・教会などの施設，

道路・広場などの交通・交流のための要素，さらに生産

地や自然地などの「地」となる部分とに分けている。

　構成要素の組成には当然ヒエラルキーが存在する。そ

れぞれの要素の下位分類は分析の目的，焦点の設定の仕

方によって異なるが，住居を構成する要素として，住棟，

厨房や浴室などの付属棟，庭やあきなどの空地，そして，

住居全体を囲む境界に分類する。

　住棟はさらに部屋という空間単位に分割されるが，一

方で，屋根・壁・柱・開口部といったフィジカルに住居

という建物を構成する部分に分けることも可能である。

これらは“意味ある最小の部分”であり，それ自体では

住居という建物を構成し得ない要素である。これを特に

「形態要素」と呼ぷことにする。これには，梁などの部

材を含めるとより多くの要素を列挙しなければならない

が，住居相互を単純化して比較するという目的から，こ

こではごく通常の形態要素のみを抽出しておく。また，

列柱やベランダ等は付加的要素として一括する注2)。

　それぞれの形態要素は「素材」によって構成され，そ

の属性として形態・スケールを有する。さらに，形態要

素は，素材およびその組み合わせによってもたらされる

属性，すなわち，色彩・テクスチュアを有する。

3．2　類型化のための分類指標

　構成要素と形態要素について，それら自体が有する性

質と要素間相互の関係性という点から，その組み合わせ

を考えると数多くの指標が抽出可能である。ここでは，

その中から以下のような分類指標を設定した。

　＜1＞構成要素間の関係性

　　　①住棟・庭・境界の隣接関係－住居の配置構成

　　　②住居と住居の配列－集落配置

　　　③住棟と道路の位置・隣接関係－アクセス形式

　　　④住棟と付属棟の関連－分棟形式

　＜2＞構成要素の性質

　　　⑤住棟内の平面分割

　　　⑥住棟の平面形態・スケール

　　　⑦庭／あきの位置・機能

　　　⑧住居境界の形態

　＜3＞形態要素間の関係性

　　　⑨屋根・壁等の結合性－住居の構造形式

　　　⑩柱と壁の位置－構法

　　　⑪壁と開口部－街路に対する開放性

　　　⑫付加的要素－ベランダ等半戸外装置の有無

　＜4＞形態要素の性質

　　　⑬屋根の形態・素材

　　　⑭壁の素材・テクスチュア・色彩

　　　⑮床の素材

　調査した各住居についてこれらの指標別にまとめた結

果を表1に示す。この表には住居の立地状況・気候・生業

などの基本的な事項についても併記している。以下，本

論では上記の指標について順次説明を加えるとともに，

類型化を図りながら調査結果について概述する。

　　住居一｛

　　施設

一［1鴛

　　生産地一［
　　自然地

住棟

付口棟
　1台所椋
　浴室棟
　納屋
　穀倉
　あずまや

　屋根

　壁

＿柱

一天井

　開口部

　付加的要素

＿庭／あき／（生産地）

一境界

構成要素　　　形態要素

1　　　　　　　　　　　　　　　　＼

図2．構成要素による組成図
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表1． 住居リスト（1）
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表1． 住居リスト（2）
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  3．2．1　住居の配置構成

  　住居の配置ハターンは街・集落の風景を決定づける大

  きな要因である。住居の配置構成を問うことは，住居周

  辺のあきの性状を問うことと等価である。すなわち，配

  置は，付属棟を含む住棟と中庭あるいは周辺のあきとそ

  れを囲む境界の有無，そして住棟と境界の隣接関係によ

  って図3のように4つの型に分類可能である。

  　最初に，塀など住居を囲む境界を持たず，周囲にあき

  を有する型H0が抽出される。この型と対照をなすのは，

  住棟あるいは囲いによって空地が確保される形式であ

  り，それらは3つの型に分けられる。H1はHoに境界が付

  加されたタイブであるが，境界と住居が分離している点

  でH2とH3から区別される。H2とH3の共通性は住棟自

  体が境界となること，およぴ住棟の外壁と塀が一体とな

  って連続することであるが，両者は庭の形態において異

  なる。すなわち，H3は一般にいう中庭形式を指しており，

  庭が住棟によって囲まれ，その形態がおしなぺて整形で

  ある。H2における庭は形態的には住棟の余白部分と見な

  され，いわゆる「地」に相当しているとい得る。

  3．2．2　住居集合の配置構成

  　住居の集合状態を対象とした配置パターンは，上記の

  住居構成の基本単位相互の距離で説明される。最も単純

  なクライテリアは基本単位間の距離がゼロか否か，すな

  わち，住棟あるいは境界が隣家と密接しているか否かで

  ある。ここでは完全に密接しているタイプを「密着型」，

  離れているタイプを「離散型」と呼ことにする注3)と

  すると，H0からH3までの4つの住居構成に基づいた配

  置パターンは，図4のように分類される注4)

  　H0は，その定義からして密着型の配置は存在し得な

  い。私たちが調査した範囲においては，H1・H2・H3の離

  散型は見いだせなかった注5）。P01の配置はインディオの伝

  統的集落の配置特性として第一に挙げられるパターンで

  あり，P20・P30はコロニアルスタイルの配置構成を的確に

  表現している。また，P10もメキシコの街村では一般的に

  見いだされるパターンである、、

  3．2．3　住棟と道路の関係－位置とアクセス形式

  　住棟と道路の位置関係は大まかに3分類される。すな

  わち，道路に住居が隣接するもの，住居がセットバック

  して両者の間に前庭などの緩衝帯を設けるもの，そして

  道路のパターンとは無関係に配慮されるものである。

  H2, H3型は住陳自体が道賂に接して配されることか多

  く，街路に沿ってストリートファサードとして連なる。

  これがコロニアルスタイルの街を形成する。これに対し

  てインディオの散村は，そもそも街区を形成しておらず，

  道路とは直接には無関係に住居が配置される。

  　住棟へのアクセス形式は道路との位置関係に依存して

  いる(図5)。最も単純な形式は，街路から直接住居内に

  出入するタイプで，これはもちろん，コロニアルスタイ

  ルの住居に顕著である。この場合，居間などの居室に直

  接入るタイプと，いったんホワイエに入る形式とがある

  (ここでいうホワイエとは狭い廊下状の空間も含めてい

  る）。ホワイエを介してアプローチする場合は入って正面

  に中庭か見える。コロニアルスタイルでも，このヴァリ

  エーションとして，住居が街賂から幾分セットバックし，

  街路とエントランての間に緩衝帯を設ける場合がある。

  　アクセス形式で特筆されるのは閉鎖的なコロニアルス

  タイルの街(P20に該当）の場合である。これは住棟自体に

  は街路に面Lた出入□がなく，その代わり住棟に連続す

  る塀に出入口が設けられる。これが門の役目を果たして

  おリ，そこから中庭を経由して住棟にアプローチする。

  　一方，離敵型P01の場合は，通常，幹線道路から小径（パ

  ス）かあり，そこから前庭を通ってアクセスする。

  図5．住棟へのアクセス形式
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 3．2．4　庭／あきと境界

 （1）庭・中庭

 　コロニアルスタイルの住居（H3型）は，よく知られるよ

 うにパティオ（patio）と呼ばれる中庭を有する。住居構成

 H2型における庭も形態的には中庭に近いものもあるが，

 その性質は様々である。中庭の機能としては，採光・通
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 風という目的は当然あるが，床をタイルで仕上げ，椅子

 などを置いて戸外の生活を享受するものや，植栽を施し

 て庭園として観賞するものなど，パティオ本来の意図す

 る用に供しているものがある。また，洗濯などの家事を

 主たる用途としたものや，さらには，作業場，家畜の放

 し飼いのために用いられるものなどがある（写真4）。

 　H0とH1の型においては，住居周辺に単なるあきとし

 て特定の機能を有しないものもあるが，上述した中庭の

 機能とほぽ同様に用いられていることが多い。

 （2）境界

 　住居の配置構成を類型化した際には，境界の有無のみ

 について言及したが，実際はヴァリエーションがあり，

 その性質も著しく異なる。塀などの境界装置は，防御の

 機能や領域確保の意志表示といった目的のほかに，視覚

 的なアクセシビリティを制御している。それは，高さや

 透過性によって判断される。外部からの視線を強く遮断

 するのは，アドベやレンガで造られた高い塀で，これは

 H2，H3のタイプによく見られるものである。これに対し

 て，H1のタイプは視線以上の高い塀は少なく，石垣や木

 棚，あるいは鉄製のフェンスで囲われている。調査した

 住居には何らかの囲いを持つ例が多かった（写真5）。

 3．2．5　分棟形式と平面分割

 　平面構成（図9参照）については，その分割形式に着目

 してみると，複数の棟で構成されるいわゆる分棟形式と，

 1棟の住居が複数の居室に機能分化する場合とがある。

 （11）分棟形式

 　まず，棟の分割であるが，単純なものは1棟1室形式

 で，内部には炉があり，食事もし，就寝も行うというプ

 リミティヴなものである。これが発展すると分棟形式に

 なるが，世界の他の集落に見られるように，多くは厨房

 が分離独立している。さらに浴室や便所が付加される場

 合もあり，家族が増加すると寝室棟が複数になることも

 ある。こういった居住の目的とは別に，納屋や作業小屋，

 家畜小屋，穀物倉庫などがある。また，分棟に近い形式

 として，母屋に付加して増築する例も認められた。

 　分棟という形式が住居建造の初期からそうであったか

 どうかについては，詳細な調査はできなかったが，従来

 からの材料・構法で建てられるものと，コンクリートブ

 ロック造などの近代的な方法が用いられるものとがあ

 り，一般的な傾向として特定はできない。

 （2）1棟1室型と複室型

 　1棟1室型が分棟形式に展開しない場合は同一平面内

 での部屋の分割が発生する注6)。最も簡単な例は，厨房と

 寝室などの間に設けられる間仕切であり，視界を遮る程

 度の役割を果たす。住棟が1棟の伝統的な住居では，規

 模が小さいことにもよっているが，部屋の数は高々3室

 程度である。分割の方向は1列であり，アジアのそれに

 見られるように田の字型に分割される例は見当たらなか

 った。また，コロニアルスタイルの住居では，多くの部

 屋が中庭を中心として配列される。

 （3）住居の面積

 　1棟1室型の住居はほとんどが10㎡から30㎡程度とき

 わめて小規模である。これに対してコロニアルスタイル

 の住居は100㎡以上あり，規模的にも大きな隔たりがあ

 る。

 （4）かまどの位置

 　厨房の位置は住居の空間構成を記述するための指標と

 して非常に重要である。住居の最も基本的な機能は食・

 寝であるが，簡素な住居の場合，寝る場所が定常的でな

 いこともある。また，調査から推測できないことも多い。

 これに対して炉・かまど・厨房といった調理の場所はど

 のような住居にも必ず存在し，ほとんどは固定的である。

 　住棟が1棟1室のプリミティヴな住居においては炉が

 住居内にある。世界の伝統的住居には外部にある場合も

 あるが，今回の調査住居ではほとんど室内にあった。

 　H2型の住居は厨房棟が分離していることが多く，H3

 型の住居では内部に分離独立した厨房を持つ。いずれも

 街路側から離れた奥の方に位置している。厨房棟が分棟

 する場合はそのまわりで食事をする。

 　かまどの中で特にその特異な形態で注目されるのがオ

 ルノ（horno）と呼ばれるかまどである（写真6）。このオル

 ノを日常の厨房とは別にし，調理場を複数持つ住居もあ

 る。

 ［5．Quitpan－A］
 写真4　中庭

 ［Ruolo］〈アドベ造の塀〉　［50．Sabana　Grande］〈木柵〉
 　　　　　　　　　写真5　境界

 ［12．Matanzas－B］
 写真6　オルノ
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  図6．平面形状   図7．屋根形状

  3．2．6　形態

  （1）平面形状

  　住棟の平面形状の大まかな特性は，庭と居住内諸室の

  構成，すなわち，中庭を有するか否かににって大きく異

  なる。中庭を有するのは，いうまでもなくコロニアルス

  タイルの住居である。コロニアルスタイルでは，住居は

  隣家と密接するから，住居の境界は、外壁自体とそれに

  一体となって連続する塀とで構成される。住居部分の形

  状は通常用いられる分類に従えば，Ｌ型・Ｕ型・　型に

  類別される。また，これらに加えて特に中庭を中心とし
  　　　　　　　　　  て2つの住居部分が対峙するII型も見いだされる。

  　一方，中庭を持たない住居は、単純な矩形が一般的で

  ある。その中で，限られた地域ではあるが，円形や長円

  形の平面形状で構成される住居が観察された。円形住居

  はTamuinに見られた（写真7）。ただし，円形のみで構

  成される単一住居はなく，分棟形式として矩形の住居と

  混成するのが特徴的である。この場合，円形住居の機能

  は特定されず，寝室棟や厨房棟として，、あるいは両者を

  複合した居室として用いられている。

  　長円形の住居は，ユカタン半島におけるマヤ民族の典

  型的住居である（写真8）。この例も多くは分棟形式であ

  るが，長円形の住居のみで構成きれることもあり，また，

  後から矩形の住居を増築したりする例も多い。居室内部

  はハンモックが吊るされ，寝室や居間として用いられる。

  　図6に平面形状の類型を示す。また，次の図9は住居

  平面図を一覧したものである（調査住居の一部）。

  図8．屋根の形態と架構方法

 (2) 屋根形状

  　屋根の形態は図７のように類型化される。地域固有の

  特殊な形態というのは数少ない。

  　コロニアルスタイルの街では，屋根面か街路から望め

  るものとそうでないものとがある。列柱形式の住居が連

  立する場合，屋根は切妻形式である。それ以外はストリ

  ートファサードのスカイラインは軒先だけで形成され

  る。この場合，屋根の形態は片流れが主体である。ただ

  し，ほとんどフラットルーフに近く，パラペットが立ち

  上がる場合もあり，街路からは容易に判別しにくい。ま

  た．コロニアルスタイルの街でも，角地に建つ住居は寄

  棟になるなと，周辺の住居と異なる場合が多い。

  　一方，離散型の配列を有する住居は，周囲にあきがあ

  るため，屋根の形状には自由度がある。実際，図7に示

  した形態のすべてが認められた。特に，特徴的なのがSan
  　　　　　　　　　　　　　　　　　　  Luis Potosi周辺に見られる草葺の屋根で，寄棟の範疇

  に入れるのが適当とは考えられるが，厳密にはそれとは

  異なり，両端を版円柱の形態で葺く形式である（図8）。

  これは、屋根伏せの形は長円形をしており，小屋組の構

  法に依存している。すなわち，長円形の2つの焦点にそ

  れぞれ束をたて、そ二から放射状に母屋を流し，その上

  にヤシやサカテを葺く。ユカタン半島のマヤ民族の住居

  は，住居自体の平面形状が長円形なので，この方法はご

  く自然な葺方であるが，San　Luis　Potosi周辺の住居で

  は，平面形状か長円形であっても，この形式が採用され

  ており，それが独特の住居景観を構成している（写真9）。

  ［15．Tamuin－A］
  写真7　円形住居

  ［57．QuitanaRoo］
  　　　　　　　写真8

  　　　　［同左内部コ
  長円形住居

  ［20．San　Martin］
  写真9　寄棟のヴァリエーション
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13）立而構成

　比較的単純な住居を調査し、た1とい’）］＝一肘1に！．．、よ1るが、

立面形態は容易に類型化か可能て’二らる二崖舳、二ついては

上述したので，主に外壁と開口部の付無1．．11方1＝l！してみる、

　最も単純な立面とは，開口部をl1三耐、1持た1な1、バ、のて一

ある。これは，MacuilxochitlやRu（〕loなど（）axaca　l．司

辺の乾燥した農村部に見られた1持性て’，f柑各は蚊而と塀

のみによって構成され（H。型），きわめで閉111貞11勺な印象を

受ける。このタイプが幾分開放的になると　：まず外壁に

出人□が設けられ，次いで，通常（フ）コロニアルニ㌃タイル

のように出入r］の両端に窓か、没：■け、れる、さゴーに，二れ

に列ヰ主が加わることもある。

　離散型住居においても，開［］部（ブ）有無1，二よって類ψ化

が可能である。屋根も含めるヒ．立而形態は図1〔〕にホすよ

うなマトリ・ソク又で単純化して’一表現するこ、1ヒププできる、コ

3．2．7

（1）　　ダ1』木主

付加的要素

立面構成

　　　列け1．土外郁工1ノトラン又回りに配されるもの（ポルテ

イコ）と中庭の問州にi＝五らされるもの（コロネード）とカざ

ある一ヰ主白体は炬杉断而で単に軒を支えている簡単なも

のから、半円杵；1フつンンガを積んて’円柱にするもの，さら

に」μ雌で工〉タシ又もあ｝一，，柱頭や柱脚をイオニア式に

装飾したもク）まで，ヴァリエー一ションに富む（写真10）。

（2’〕テラ又・・ベラニ、・一ダ

　2階撞のコロー1ニアルスタイルの住居には，バルコニー

が付加されξ）宅一ク1）がある。今回の調査は主に平屋建を対

象としたため，バルコニーではなく，半戸外の部分に相

当するベランダ1を持つもク）があった。また，海岸近くの

f主1居に■は入rlに＝李）ずまやのような屋根だけの小屋が付属

する！、のも、歩）るi」写一真11）。

3．2．8　素材と色彩・テクスチュア

（1）凄ミ杜乏ヰ才

　屋根材として□一よ図11にホすような材料が用いられる。

伝統的住肝はいわゆるFpo1e－and－thatch」という形式で

［34．Jitotol］　　　　　　［4．Santa　F｛≡∋コ
写真10列柱

［3．Santa　Maria　de　Los　An’；e1sコ　　　　　　［8．Manzani1lo－B］
　　　　　　　　　　　　写真11半戸外の装置
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 ［39．Mitontic－C］〈サカテ〉 ［43．Multajo－B］〈瓦〉 ［31．Desangano－A］〈半丸太〉 ［36．Bochil－B］〈塗土〉

 ［47．San　Nicolas］〈シングル〉［14．Nuevo　Rancho－B］〈鉄板〉

 　　　　　　　　写真12屋根の素材

 あり，主にpalma（ヤシ・シュロ）やzacate（サカテ；牧

 草）と呼ばれる草葺の屋根が多い。これらは比較的雨が多

 い湿潤な地域において容易に得やすい材料だからであ

 る。文献5），6）によると，このほか薄い木材のシングル葺

 の屋根も見受けられるが，調査した範囲内においてはご

 くまれであった。これに対して，乾燥した地域では草木

 系の屋根葺材が得にくいこともあって，多くは，teja　de

 barroと呼ばれる瓦が典型的である（写真12）。

 　近代的な工業化材料では，波板の鉄板や石綿板が多用

 されている。また，陸屋根はレンガやコンクリートであ

 る。

 （2）外壁

 　1）壁の素材：外壁に用いられる材料は，屋根材に比し

 て圧倒的に多くのヴァリエーションがある（図12）。同一

 住居でも，棟あるいは壁面の位置によって材料が異なっ

 ている例もしばしば見受けられる注7)。

 　伝統的住居の多くは屋根と同様，ヤシやサカテなどの

 茎や葉，そしてオタテ（otate）やカリソ（Carrizo）と呼ば

 れる植物の茎が用いられる。これらはいずれも住居周辺

 で採取されるものであるが，近年はレンガやコンクリー

 トブロックに取って代わられる傾向にある注8)。また，細

 木や丸太などの木材の外壁も山岳地方の住居によく見ら

 ［44．Macuilxochitl]〈アドベ〉　　［9．Paredones－A］〈レンガ〉

 　　　　　　　　写真13外壁の素材

 　　　　　　 れ，例えば，桶のように板材を地面に直接立てて並べ，
 　　　　　　　　 室内換気のために隙間をあける方法も見受けられる（写

 真12）。

 　乾燥した地域では，アドベ（adobe）という日干しレン

 ガが典型的である。アドベの上にさらに石灰や泥を塗る

 例も数多い。アドベを用いない土の塗壁は，下地にサカ

 テやオタテを編んで用いるいわゆる「wattle－and－

 daub］という形式が主流である。

 　石積みの住居は決して多いとはいえないが，ユカタン

 半島で見られる長円形の伝統的住居では，壁面全体ある

 いは腰の一部に玉石が用いられたりする。ここでは，塀

 にも石が多用されている。

 　近代的住居ではコンクリートも多いが，典型はレンガ

 積みである（写真13）。

 　2）テクスチュア：テクスチュアは外壁の素材に依存す

 る性質であるが，例えば，同じカリソを使用したとして

 もその葺方で住居の景観は異なる。特に差異が顕著なの

 は草木系の部材を葺く方向（縦／横）である（写真14）。

 　3）色彩：室内外の彩色はメキシコの住居を著しく特性

 づけている性質といっても過言ではない。もっともこれ

 はコロニアルスタイルの住居において顕著に見られる特

 性であるが，伝統的住居においても，外壁は石灰などの

 　　　　　　　　　　　　　　　＿tronco　　　（丸太）
 　　　　　　　　　　　　　　　　palma
 　　　　　　　　　　　　　　　　ZaCate
 一草木　　　　　　　　　　　　　　　　　　　CarriZO
 　　l　　　　　　　　　　　　　　　otate
 　　　　　　　　　　　　　　　　bambu 　＋ 　　1　　　　　　　　　　－P到a

 塗土一一一一一一一一［1：；㍑。

 コンクリート　　　　　　　　　　　　　　　COnCretO

 （ヤシ・シュロ）
 （牧草）
 （葺）
 （細竹）
 （竹）
 （わら）
 （土十石灰）
 （塗土）

 図12．外壁材
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    ［30．Tuxtilla－B］　　　　　　　　　　[25．Nuevo　Tenochititlan－D]

    　　　　写真14．外壁のテクスチュア     写真15．T    Tlacotalpanの景観

    白い色のままであるが，室内は壁面や天井に鮮やかな彩

    色を施している例も少なくない。その中でも，最も注目

    すべき街としてTlacotalpanが挙げられる(写真15）。こ

    の街は列柱を有するストリートファサードが連続し，そ

    れぞれの家ごとにブルー・ピンク・グリーン・イエロー

    といった鮮やかなパステルカラーでられ，独特の街路

    景観を構成している注9)。

    (3) 床

    　調査した住居に高床式はなく，すべて地床であった。

    床に用いられる素材はごく限られている(図13)。伝統的

    住居では土間間が主体であり，モルタル，レンガなどはご

    くわずかである注10）。コロニアルスタイルの住居は部分的

    にせよタイルが敷き詰められていることが多い。

    4．住居の構造形式と構法上の特性

    　ここでは構造的な視点からの住居の分析・検討を行う。

    まず，調査住居に見られる構造形式の分類を行い，形態

    要素の素材と構造形式の関連性を明らかにする。また，

    住居に用いられている素材について構造的な見地からの

    説明を加えるとともに，メキシコにおける地震危険度と

    照らし合わせ，調査住居の耐震性について検討する。

    4．1住居の構造形式と素材

    4．1．1　構造要素の分類

    図14．構造要索と使用材料

    」｛去1瓦＿

    　構造要素は，柱・壁といった鉛直部材と梁・スラブと

    いった水平部材に大別される。これらの構造要素に使用

    されている材料，あるいは構法といった点から今回調査

    を行った住居について簡単に分類を行うと図14のように

    なる。ここでは構造形式を組積造（無筋），枠組み組積造，

    ラーメン構造の３つに大別したが，さらに構造形式を構

    成材料を基に細分したものを図15に示す。

    4．1．2　構成材料と構法

    　建物の構造要素に使用されている材料とその構法など

    について，以下に簡単に説明する。屋根や壁の素材につ

    いては既に3．2．8において既述したが，特に構法上の特性

    の面から再度言及してみたい。

    (1）組積材

    　組積造に用いられるブロック・ユニットの原材料は小

    石・セメントを主体としたものと，タビケ（tabique）と呼

    ばれる土・干し草などの混含物とに大別できる。組積ユ

    ニットを原材料・処理方法により分類したものを図16に

    まとめる。

    　タビコン（tabicon)には小石・セメントを圧縮して作る

    ものと，機械作りによるタビケを釜焼きしたものの双方

    の意味があり注意を要するが，その外観は前者が正しく

    コンクリードブロック，後者レンガブロックといった

    具合に容易に区別できる。また，前者のタビコンとコン

    図13．床の素材

    千／ン織｛驚コンクリ．ト造

    一｛1∴二11簑1

    …瀧鮒｛三叢

    図15．構造形式の分類
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 クリートブロックの最大の相違点はその形状にあり，鉄

 筋を配するための孔がコンクリートブロックにはあり，

 ユニット・サイズもタビコンに比較して大きいものとさ

 れている。今回の調査においては，タビケに分類される

 タビコンは見られず，以下タビコンと表記した場合，小

 石，セメントによるものとする。

 　ユニットの目地は，タビコンとレンガ（tabique

 recocido）にはセメント・石灰・砂などの複合材が用いら

 れ，アドベには赤土が用いられる。アドベ造の目地に赤

 土が用いられていることで，組積壁面が均一素材で構成

 されるような構造特性を有するものと考えられる。

 　これらのユニットについては混合物の内容・配合・処

 理方法といった製造にかかわる点，あるいは寸法・強度

 といったユニットの特性にかかわる点について何かしら

 定められたものがあるのか不明であるが注11)，それぞれの

 地域において自由に製造している感がある注12)。

 （2）フレーム材

 　柱・梁といったフレーム材には木・鉄骨・鉄筋コンク

 リートが挙げられる。鉄骨造の梁がParedonesにおいて

 見られたが，それはレンガで造られたbovedaと呼ばれ

 るヴォールト状の屋根スラブを支持するためのもので，

 スラブに埋め込んだ状態で用いられている。また，木材

 は柱・梁フレーム，壁，床スラブといった構造要素のみ

 ならず，あらゆる箇所に様々な材種が用いられている。

 　山岳部の農村地域においては，純木造の住居が比較的

 多く分布しており，これらの建物の柱・梁接合部はほぞ

 を組まず，単純に枝分かれ部を有する木材を柱とし，そ
 　　　　　　　　　　　　　　つる の枝分かれ部分に梁材を載せ，蔓や針金などにより縛り

 つけるものか，直接柱に梁を縛りつけるといったきわめ

 て単純な接合部詳細となっている。

 　また，壁材としては木ばかりでなくオタテ（otate）と呼

 ばれる竹（日本の竹より空洞部が小さく肉厚）も多く，
 　　　　　　　　は 木は丸材（外皮を剥いだのみ），板材・オタテは丸材・半

 割りといった形で用いられている。

 （3）屋根材

 　鉄筋コンクり一ト造枠組み組積造建物については，鉄

 筋コンクリート造陸屋根，あるいはレンガ造上面モルタ

 ル仕上げの陸屋根が用いられており，また，ヤシ葺の木

 造枠組み組積造も認められた。

 　組積造建物については，Matanzasでは細木による天

 井に薄いレンガユニット（1adri1lo）を敷き，モルタルによ

り仕上げたものが用いられており，その他の地域ではレ

 

 図16．組積ユニットの分類

 ンガ造で瓦屋根（teja　de　barro）が主流となっている。

 　木造建物については，屋根材はヤシ・シュロ，あるい

 は草葺といった重量の軽いものとなっており，構造的に

 は理にかなっているといえる。

 （4）構法上の特徴

 　フレームや小屋組の架構システムについては，ごく普

 通の簡単な方法が用いられている。また，木造住居にお

 ける壁構造には真壁・大壁とも，どちらの形式も確認さ

 れた。特に特徴的なのは，大壁に近い形式ではあるが，

 外壁が屋根を支える柱とは全く分離独立して構成される

 例が見受けられることである。いわば，力ーテンウォー

 ルといってよい形式である。この場合，外壁は板材のみ

 ならず，ユカタン半島における長円形住居のように，石

 積みの例もある。

 4．2　住居の耐震性

 　今回調査を行った範囲においては，すべての住宅が個

 人で建設される，いわゆる「Auto－Construcdon」注13）によ

 り建造されていたが，メキシコ市以外の地域においては

 設計という概念がほとんどなく，まして耐震設計などと

 いった概念は皆無と判断される。

 4．2．1　地震危険度の地域特性

 （1）耐震設計基準

 　メキシコにおける耐震設計規準文9〕は各行政単位ごと

 に定められており，この他，学校あるいは発電所などの

 用途別に全国レベルでの規準がある。しかしながら，個々

 の規準を見ると，実質的内容はかなり全国的に統一され

 ており，米国の事情ときわめてよく似たシステムである。

 例えば，学校建築委貝会（CAP　F　S　E）の定めた学校建

 築の耐震規準文11）によれば，図17に示したように全国を

 A・B・C・Dの4つのゾーンに大別される。これは地

 震係数による区分であり，地震危険度を考慮して決定さ

 れている注14）。すなわち，AからDになるほど危険度が高

 いことを示している。

 玲

 　　　　　　　　　　　　　86．OO
 ．　　　　　　．　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　．33，OO

 ．争・
 C。　二

 D

 A．

 メキシコ市

 ．ε謂　・巳

 　　　0　　　　・口　　　　　O 　呂目　0。　冒
 　　’　　　ロ　ロ・

 　霞
 。9　。

 ；臣

 　　　　　　　　注）図中の記号は震央の位置を示す。
 図17．地贋危険度区分図と震央図（文献10）、11）より作成）
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 （2）地震危険度区分と調査地域

 　図17には今回調査を行ったルートが併記きれている

 が，これによると調査地域はほとんどA・Bゾー一ンに属

 している。C・Dゾーンは図からもわかる通り。地震発

 生頻度の高さに基づきA・Bゾーンと区別されていると

 いえるが，西部地域では同じ区分でも比較的地震発生頻

 度が低いことがわかる。この西部のC・Dゾーンに位置

 する調査区域としては，Manzanillo，San　Nicolas，

 Tututepecがあるが，これらの地域での建築物はフリー

 プラン，フリーデザインであり，耐震設計の概念は皆無

 であった。

 （3）地震危険度と建物重量

 　地震危険度と屋根重量，建物構造という観点から調査

 住居の特徴を大まかに分類すると次のようになる。

 　①地震危険度が比較的高い海岸線地域においては，タ

 　　ビコン・レンガを用いた木造枠組み組積造で，屋根

 　　はシュロ・ヤシなどにより軽く造られているものや，

 　　レンガを用いた組積造，木造枠組み組積造で瓦屋根

 　　のものがある。

 　②地震危険度が比較的低い山岳地域では屋根の軽い木

 　　造フレームが多い。古い集落では木造枠組みがなく，

 　　かつ屋根の重い組積造も見られるが，鉄筋コンクリ

 　　ート造枠組み組積造に造り替えられたものもある。

 いずれも，耐震的には不十分な構造ではあるが，屋根の

 軽い構造が多いことは経験的に地震に対処しようとして

 きたのかもしれない。

 5．住居の類型化

 　これまで，抽出した分類指標に従って住居の説明をし

 てきたが，これらの分類指標を基に調査住居の類型化を

 試みた結果を図18に示す。これはクラスター分析を行っ

 たもので，分析の際に抽出した住居の属性は，以前に示

 した表1の住居リストにおいて＊印を付した12の分類指

 標である。すぺてノンパラメトリックな属性である。

 　クラスター分析の詳しい手続きは省略するが，結果を

 見ると、調査住居は大きく3分類され（T1，T2，T3と表

 記する），さらにそれぞれが下位分類され，次のような5

 タイプとして類型化されている。

 ・T1　A：木造で草葺の屋根を持つ。ほとんどは，明確

 　　　　　な住居の境界もなく，分棟せず，離散的に立

 　　　　　地する。壁は草木系の素材をそのまま用いる。

 　　　　　最もプリミティヴなタイプといえる。

 ・T1  B：木造，かつ，草葺の屋根という点ではT1－Aと

 　　　　　同型であるが，塀などの境界で囲まれ（住居構

 　　　　　成はH1型），壁は塗壁や石積みである。

 ・T2　A：アドベ造（＋塗壁）で瓦葺の屋根を有する。住

 　　　　　居構成のタイプはH1，H2，H3型である。

 ・T2　B：典型的なコロニアルスタイルを示す。アドベ

 　　　　　造＋塗壁）で瓦葺、中庭を有する。

 ・T3　　：コロニアルスタイルと散村形式の住居が1つ

 　　　　　に、まとめられてはいるが，壁がレンガブロッ

 　　　　　クやコンクリートブロックで構成され，いわ

 　　　　　ば近代化された住居群である。

 　T1型は木造で，伝統的なハカール（jacal；小屋）の系統

 に属し，また，インディオの散村に対応している。これ

 に対して、T2型は（枠組み）組積造で，T1型のように草や

 木などの植物系の材料ではなく土や石が多用され，景観

 上堅固なイメージを与える。T3型もT2型と同様に（枠組

 み）組積造であるが、レンガやコンクリートなどの近代化

 された素材か用いられている。

 6．伝統的住居と近代化

 （1）素材と形態・形式の変化

 　これまで，伝統的／近代的という用語に関しては特に

 断ることなく用いてきたが，実はこの区別は意外に難し

 い。例えば，新しい住居＝近代住居という図式は必ずし

 　　　　　　　　」ニニー　一二；i≡；…ユー

 　　　　　　　　　　　　　．」二　　　　　　　「

 　　　　　　　　　　　　　■l

 　　　　　　　　　　　　　l∴二　　π
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 図18．調査住居のクラスター分析

 十。
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 も成立しないのである。都市周辺の新築住居でも中庭を

 有し，隣家と密接するという伝統的なコロニアルスタイ

 ルが継承されている。また，木造で草木の屋根と壁とい

 った伝統的スタイルについても，いまなおほとんど同じ

 材料，形式で造られている住居も観察された。少なくと

 も住居配置の構成図式に関する限り，いまなお伝統が踏

 襲されているといえる。では何が近代化のクライテリア

 になり得るかというと，それは私たちの調査した範囲に

 おいていえるのは素材の変化である。図18の類型化は図

 らずも主に素材に基づいたものとなっている。

 　図19には類型化された5つのタイプの変化を示してい

 る。矢印が構成素材からみた伝統から近代へ向かうベク

 トルと判断される。素材の近代化＝工業化からみたタイ

 プ別の変化は，基本的にT1型とT2型がT3型に向かうと

 解釈される。T2型からT3型の変化は主としてアドベか

 らレンガ・コンクリートブロックヘの移行であるが，コ

 ロニアルスタイルのT2－B型は基本的な住居形式には変

 化がない。しかし，T1型は住棟が離散的に配置されると

 いう形式は維持されるが，屋根・壁とも工業化された材

 料が用いられることにより，形態的な変化も多少伴う。

 （2）素材の変化と構造形式

 　従来から木造の伝統的な住居が建てられてきた地域に

 おいては，木材の不足により柱・梁といった骨組みが鉄

 筋コンクリートで造られ，ヤシ・シュロの葉の不足や価

 格の高騰により屋根葺材が鉄板や石綿板に取って代わら

 れようとしている。また，ヤシの幹や丸太，葦などで造

 られてきた壁も，レンガやコンクリートブロックに変化

 してきている。一方，アドベ造の住居が枠組み組積造に

 建替えられていく傾向も見られる。

 　このように，伝統的な建築材料の不足に伴い，より経

 済的あるいは施工性に優れた近代的な材料や構法が導入

 されることにより，伝統的な構造・構法に少なからぬ変

 革がもたらされている注15)。従来からの自然の材料で構成

 される住居は，軽量であるがゆえに地震の多発地帯にお

 いては卓越した耐震性を示していた。しかし，今後，近

 代化に伴い，レンガやコンクリートなどを用いた，より

 図19．5つのタイプと近代化の趨勢

 耐久性に富んだ剛強な建物が要求され，建物重量が増加

 するようであれば，それに相当した耐震性を重視した構

 造形式を選択していかなければならないであろう。

 7．おわりに

 　本論ではメキシコの住居を対象とし，特に形式・形態・

 素材と構造・構法という観点から，類型化という手法を

 用いながら述べてきた。必ずしも全体像を記述できたと

 はいえないが，コロニアルスタイルと散村形式の住居と

 いう2つの典型が有する性質，そしてそれぞれのヴァリ

 エーションなど，住居の類似性と差異性に関して多少な

 りとも実証できたと考える。しかし，伝統と近代という

 大きな問題に関しては，例えば，生活様式・住宅生産と

 いった面からの考究が不十分であることは否めない。素

 材の変化については実証できたものの，とりわけ，それ

 に伴う伝統的な建築技術の問題には言及できなかった。

 これは調査からの直観的な印象に過ぎないが，メキシコ

 の住居を見る限り，継承が難しい高度な伝統的技術はそ

 れほど見当たらないといってよい。これがいまなお伝統

 的スタイルが踏襲されている事由の1つかもしれない。

 この重要な問題については次年度のインドネシアの調査

 結果と比較して論じてみたい。

 〈注〉
 1）一般的に，住居・集落調査には，数か所の対象を長時間か
 　　けてその深層を究明しようとする垂直的な方法と，広範
 　　囲な対象を水平的に究めようとする方法とがある。これ
 　　らはもちろん相補的な関係にあるが，私たちの担ったア
 　　プローチは明らかに後者に属する。いわば，居住空間の表
 　　層を探る作業であり，結果は表層比較という方法によっ
 　　て論じられる。ただ，私たちは高々57軒の住居を調査した
 　　に過ぎない。このわずかな資料によってメキシコの住居
 　　について水平的に語るにはあまりにも少ないことは否め
 　　ない。しかし，長い行程を自動車で走り，風景の中に展開
 　　する数多くの住居を視野におさめ，可能な限り映像に記
 　　録した。その過程で観察した風景の記憶と映像が調査結
 　　果の客観性を補完する役目を果たしている。
 2）図2の組成図はきわめて常識的なものである。しかし，こ
 　　こで重要なのは，メキシコの住居はこのように私たちが
 　　通常用いるカテゴリーで組成を十分に表現できるという
 　　ことである。世界の伝統的住居の構成要素を考えると，新
 　　たに記号化しなければならない特異な要素というのがし
 　　ばしば見いだされる。ところが，メキシコの住居には取り
 　　立てて特殊な要素として抽出すべきものは見いだせな
 　　い。これは構成要素のみならず，空間単位についてもいえ
 　　ることである。機能的に特殊な部屋，例えば宗教やコスモ
 　　ロジーに則った空間というのはほとんど見当たらないと
 　　いってよい。これまで世界の数多くの集落を調査してき
 　　た経験からすれば，今回の調査における住居は想像の範
 　　囲内にあったという印象がある。図2の組成図はこの直
 　感的な印象を裏付けているともいえる。
 3）密着／離散という類型は住棟自体の集合に対して用いる
 　場合と文4)，塀などの境界要素を含めた住居の集合を対
 　　象とする場合があり，注意を要する。例えば，図4におけ
 　　るP10。のパターンは住棟の配置は離散型であるが，境界
 　　を含めた住居の構成としては密着型である。
 4）密着型と離散型の分類は集合の位相的性質に基づくもの
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　　　である離散型についてい、之1、主一，榊川≡雛・・一あ一きの問隔に

　　　よって幾つかの段階が兄いださハるすなメ）㌔，計量的竹

　　　質に基つ“いた細分類も可能で．’f；〕る例、：1．ば，住舳閉の榊〆

　　　距離か隙間柞度のものから，千■鮒rが雄一きれる干■一！度ク）”ちき

　　　を確保しているハター・一ン，き・一一。に1士川1．」時…地，な．l1によ・一ジ■二

　　　人きく隔てゴ）メしるよづな酉1．1置に十二・三■ま一こ，大きく3け閉一

　　　に分けることができる、ノ杏：論ては，一咋し11ギ・、て二．（ア）ような一

　　　言十量的な分類をしないま圭，　きわダゾニ牢糾1fヒして言義論メニ

　　　進める＝、また，図4ではr［i」一」川打叶構成が1」11続するもの1二

　　　して分類しているか，実際は二れ一＝パ；二つ復今とLて把批1L

　　　なければならない場合もある
5〕メキシコ以外の集落においては，川確な上藁界を持つf二甘；’

　　　が離散型に酉己置されるf列も少なく1一とな…図伽フニ■ハターン

　　　P、、はH本の砺波平野の散村か典『1■！的く1例で浄〕る一P．l1一「」

　　　門己■置は南米アルティプラー一一ノなど’一．＝紋！屯さハ．るか，内叩

　　　フリカのサヴァン十の住屑コ．ン・・1」1ンド1、該．lI’1する　旨

　　　た，P。、は中国の客家など一が例！二」て卒げりれよ一）．

6）住居の規模が大きくなるとき，分棟杉エ、：：1二なるか，あるい

　　　は大きな空間を分割するかという一！■工11．l1；・f・疎」学的に重要・な

　　　テーマの1つである。そ（7）決定一要／小111し、て，風．十．や気候条

　　　件、技術の問題が考えらオr．、る

7）住居に用いられる素一材カll1也域1’1勺に牲なる1二い十1二とは，

　　　f云統的住居の特惟として、1一肋られるド1然王章1．境と素材7）村

　　　1一じ性の証左て’もある。

8〕資金の蓄えかあるときに少しずつ．二1グ〕コン1ク■。トー一トブロ

　　　・・ノクを買い足し，外壁を改装する1二卜分な量に達する安

　　　て’住唐のまわりに積んて㌧・る’r一〕1叶モ。多く｝τ！一受けらオした

9〕Tlacota1panの街はメキンコの箸手㌔な塵築…家ゾイ又．バ
　　　ラガンが影響を受けた場戸斤として，つとに有ボ＝’ある、一

ユ0〕上ヒ車交的多雨な土也士或において’｛リ止．閉ク）地味ププ多く1，　外郁ヒー

　　　のレベル差もほとんどなく、巾水の浸ハ、．を1；カぐため，外㌧一il

　　　に沿って側溝、を掘っている仁主三牌もわ一二一i；｝．二＝．，

11）アドベのための砂・十の適■1三調今、牛オ料・伽隻言二鵬責，ユニ

　　　ト強度試験等について記載された指針が1高1：展jヨll．l1国に1；

　　　ける住宅建造のために出版さハているかビ、・そク）一洋及・

　　　実施状況については’不H月である、

12）ちなみにTepatit1anにおいて1．丈、下1刈11ポした門己合によ

　　　りタビケの製造を行っている　．ll二1一」：1㍉ミLた＝b■‘＝，teは1－1・

　　　缶，Carreti1laは手押し車17）ことて1、オニお二1：そ1Carretデ1－

　　　laカ｛5boteに†目出する、、

　　　　　　　　　　　　　barro　■，　　　　　　11carret川a

畑三ぶ1：lllゴL∵二ニニti・

13）メキシコにおいて住宅の建設を千］二）舳織1，1：以■ドク）よ一〕に

　　　人別て’きる。

　　　1．政府（Gobiemo）
　　　2．民問〔ONG；（）rganiza（＝ionNo1ll｝（）bi（三mゾ1非政府

　　　　　　団体）〕

　　　　　1〕国立赤十字（Cruz　Rl）ja　Nac（1・in；1“

　　　　2〕国際赤十字（Cruz　Roja　Int（土rrlaccil．lnal，

　　　　3）キリ又ト教団体（S■indicatos［111Jrope｛．〕sl1

　　　　4）ヨーロソパ労働者援助け1体

　　　3．個人（Auto－Construccion〕
　　　　　　メキシコシティ交1三外にC（〕1（）niaと口乎1亡ごれ。1l）庄宅地K

　　　　　がどんどん構．築されており，ニズ．ら川■i三宅：7）ほとんど

　　　　　は「Auto－Construcci（〕lr．．」による・ら1クジ」ll’一，甘戸数にし一：

　　　　　全体の約81）％を占めているとク）二とで■ま；〕るしこのAuto

　　　　　－Construcci（）nに／）いては榊々：ア）マニ．1Lアル之8が」■1」

　　　　　版されており，各nがビl1川．二，汁1｛iでll1るが，最終的な！没

　　　　　言十図書を国に提出し審．恋を・乏け独；■1！’言’r可を得なければ

　　　　　ならない。、

14〕設計閉せん断力係数0）定め’■プー二’Iハ〕て簡糾二紹介する

　　　と、原則として，べ一ス．ンヤー係致1cI主は，応答震、峰，（応

　　　答加速度／重力加速度〕1二村1一し■する．池諜1係放；aを組性係

　　　数；Qて’除して，

　　　　　　C1号111・a一／（）

　　　て「与え二、パ．1いる、，二のa剛直はH本おける耐震診断基

　　　准’、：’ク）耐1喪指僚；E。，あるいは建一築基準法施行令の第2

　　　次、1lと．引一刷111．雫准せん断力f系数：C．1＝！．O〕と同じ概念であ

　　　り，狸物（：1〕ll■1lイ閉期■1二応じて定められている。

15－1二．一’上1、け、■．一1＝雄物杉式の変遷か，Manzani1loなどで見られ

　　　た木造干1．をf斤有すそ）組積造建物といった一見風変わりな

　　　構造隊．弍を’ト．．み川したも（つと手佳察される。
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